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 一
 
はじめに
 
 
本人文科学研究所の本年二〇一一年の国内研究対象地として京都
を選んだ。世界文化遺産としての中軸に据えられる平安京の埋蔵物の発掘に携わる京都市埋蔵文化財研究所、そして平安時代に天皇制と連繋し、王朝人の関心も高かった宮中祭祀である賀茂祭を具体的な研究対象とした。
 
京都市埋蔵文化財研究所では発掘調査の中心的立場にある梶川敏
夫氏の講義と、実際の発掘資料を正に手で触れることができた。同研究所の位置は平安京の大内裏の東境、大宮大路を北上した付近であり、往時 官衙に近く に史跡を廻ることが きる。手に触れて拝見した緑釉瓦は、大内裏の中心機関であり 極殿が聳える朝堂院と並び、大規模な祭祀を営んだ豊楽殿の殿舎を飾っていた彩色瓦である。講義後に踏査した中 『平安宮内裏承明門跡』から出土した地鎮祭具である 輪宝や橛
けつ
も所蔵展示されている
注１
。この史跡は
内裏の中心殿舎で、平安中期には大極殿から移り重要宮中行事が執り行われた紫宸 の正門である。この門から入るといわゆる左近桜・右近の橘が植栽された南庭が拡がっている。正面には天皇の玉
座である高御座が据えられた紫宸殿が聳えており、その永遠の栄えを祈念して埋められた祭具である。いわば律令体制の王朝史を見守ったことにな 。またこの研究所の納まる京都市考古資料館 西の通りは大宮通 、往時であれば大内裏に接す 東大宮大路にあたる道筋である。 の大路は東西に走る一条大路と交わり、賀茂祭おいては賀茂斎院が紫野の邸宅から南下して勅使一行と合流し、一条大路を東行して賀茂御祖神社（以後下鴨神社と称する）へ向かうことになる。さらに京都市考古資料館には大内裏左兵衛府跡から出土した墨書土器が注目される。この世で一首のみの王朝和歌が土器片に墨書で書き認められているのである。
 
 
いつのまにわすられ
∟
 
にけむあふみちはゆめの
∟
 
（か）へ
 かはうつつなり（けり）
∟
 
 いとおしいと思い焦がれてる女性から捨てられ しまったようで、厳し 現実を慨歎している三十一文字は武骨に見え 武官が集う役所兵衛府から出土しているのも興味深い。 の貴重な文化財は今秋本学の貴重書展示の一資料として特別に写真をお借りすることになっているので、一見することができ 。
 
京都市埋蔵文化財研究所における特別参観の翌日、五月十五日は
賀茂祭の当日であ 。我々は下鴨神社新木直人宮司の格別の御厚情
― 14 ― 
により、賀茂祭社頭の儀に参列することができた。賀茂祭見物は一般的 京都御所から、下鴨神社そし
て上賀茂神社（正式名賀茂別雷
神社）を廻る道筋で、斎院（現斎王代）と勅使一行の行列を見物する行事である。平安時代であれば宮中から大宮大路そして一条大路という路頭の儀のことである。また祭の還
かえ
さという上賀茂神社から
斎院が日常生活を営む紫野斎院邸までの行列の見物も王朝人の関心を集めていた。しかし本来祭祀と称した場合の賀茂明神の存在は見当らない。 いわゆる 輿がないの 祭祀 根本的な神の庭 、下鴨・上賀茂の両神社の社殿前において 行される社頭の儀と称される行事次第である。王朝文学に描写された賀茂祭の周辺と、賀茂祭社頭の儀について触れてみたい。
 
 
二
 
王朝文学における賀茂祭
 
 
王朝権力者のシンボルとも言える御堂関白道長周辺でも逸話を留
めている。関白と称される基因は娘中宮彰子が二皇子、敦成親王と敦良親王を出産し、その両親王がそろって帝位を極め、外戚と て実権を振るったことにある。その晴れ舞台として賀茂祭見物が『大鏡』 「師輔伝」に描かれている
注２
。
 
 
この当代（後一条天皇のこと）や東宮（後朱雀天皇のこと）
などの、まだ宮たちにておはしましし時、祭見せたてまつらせ
たまひし御桟敷の前過ぎさせたまふほど、殿（道長のこと）の御膝に、 二所ながらすゑたてまつらせたまひて、 「こ 宮たち見たてまつらせたまへ」と申させた へば、御輿の
帷かたびら
より赤色
の御扇のつまをさし出でたまへりけり。殿をはじめた まつりて、 「なほ心ばせめでたくおは る院（大斎院選子のこと）なや。かかるしるしを見せたまはずは、いかでか、見たてまつりたまふらむとも知らまし」とこそ 、感じたてまつらせ まひけれ。院より大宮（中宮彰子のこと）に聞えさせた ひける。
 
ひかりいづるあふひのかげを見てしより年績みけるもうれしかりけ
 
御返し、
 
もろかづら二葉ながらも君にかくあふひや神のゆるしなるらむ
 
げに賀茂の明神などのうけたてまつりたまへればこそ、二代でうちつづき栄えさせたまふらめな。 （以下略）
 
 
外祖父道長は敦成・敦良の二親王を両膝に据えて、桟敷から賀茂祭を見物しているという。五代 帝の斎院を務め、大斎院と称された村上皇女選子内親王に外孫の二親王を見せて、大斎院は御輿の帷ら道長の目論見に気付いた相図を送っている。大斎院からの贈歌ではめでたい賀茂祭において、双葉葵 ような両親王のお姿にお目にかかることができたことを喜んでいる。 「あふひ」 には賀茂祭の 「葵」
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と「逢ふ日」が掛けてある。返歌ではやはり「もろかづら」は「双葉葵」のことであり、 やはり前述と同じ「あふひ」の掛詞を用いて、大斎院の行列を拝観したことを賀茂明神の御加護と感謝しているのである。平安京 地主神の祭である 祭において、外孫の二親王を皇城の地主神に御披露目していることになる。道長の満面が彷彿とされる場面である。同じ歴史物語『栄花物語』 「はつはな」の巻では贈答歌は大斎院と道長との間で交されたことになっている。 『後拾遺和歌集』も同じである。さらに膝に懐れ の 敦成親王のみである。 『御堂関白記』においては寛弘七年（一〇一〇）四月二十五日条
 
 
祭の還
かへさ
をみる、若宮出で給
 
 と記されている。賀茂祭ではなく翌日の祭の還さ、上賀茂神社から紫野斎院に向う大宮大路北延長路での見物というこ が事実である。『大鏡』 いう作品の虚構性が露顕されている。道長 強運ぶり平安京の最高神である賀茂明神との連関において 、史実以上の密接な描写となっているのである
注３
。道長嫡男頼通が勅使の一人になっ
ている点でも虚構が指摘されてい 。ともかく賀茂明神は平安京の地主神として政治権力者にとっても重要な関わりを担って る。
 
『枕草子』作者も賀茂祭に関心が深い。巻頭に近い、月々の彩り
について書き綴った三段でも、賀茂祭が近づ た頃の華やぎを語っ
ている。
 
 
四月、祭のころ、いとをかし。上達部、殿上人も、
袍
うへのきぬ
の濃
き薄きばかりのけぢめにて、 白
しら
襲がさね
ども同じさまに涼しげにをか
し。木々の木の葉まだいとしげうはあらで、若やかに青みわたりたるに、霞も霧もへだてぬ空の気色の、なにとなくすゞろにをかしきに、 少し曇りたる夕つかた、 夜など、 忍びたる郭公
ほととぎす
の、
遠く空音かとおぼゆばかり、 たど〳〵 きを聞きつけたらんは、何心地かせん。
 
祭近くなりて、青
あを
朽くち
葉ば
、二
ふた
藍あゐ
の物ども押し巻きて、紙などに
気色ばかりおし包みて、 行き違ひ持てあ くこそ、 をかしけれ。裾すそ
濃ご
、斑
むら
濃ご
なども、つねよりはをかしく見ゆ
注４
。 （以下略）
 
 旧暦四月、 季節は初夏に入り衣も涼しげな色あいとなる。 新緑の木々の葉も鮮やかにもう霞もない晴れ渡った空に映えている。祭に報仕する大人や童女も装身具の新調を整えている様子が、心を浮き浮きとさせているのである。平安京最高神である賀茂明神に対する宮中からの報賽として 華麗な行粧の見物は、供奉する人々も晴れがましい。ちょうど和歌でもっと 風流 極とされた郭公の初音 聞えてくるのである。
 
また二〇六段「見
み
物もの
は」においては、賀茂の祭祀を掲げている。
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見物は、臨時の祭。行幸。祭の還
かへ
さ。御賀茂詣で
 
 
平安京における宮中行事で、清少納
言が好む高貴で華麗な行事を掲
げている。臨時の祭は北祭と称された平安京地主神の賀茂で、十一月下の酉の日に斎行される。もう一つは南祭と称された石清水八幡宮の祭礼であるが、やはり清少納言の関心 賀茂の方である。近衛の武官 振舞を「 とめでたし」と賞賛している。行幸は五月の行幸が気に入っている。特徴が顕著なのは『御堂 白記』において、道長が敦成親王を抱 て見物したのと同じ祭儀「祭の還さ」の描写が興味深い。
 
 
祭のかへさ、いとをかし。昨日はよろづの事うるはしくて、
一条の大路のひろう清げなるに、日の影も暑く、車にさし入りたるも、まばゆければ、扇
あふぎ
して隠し、ゐなほり、久しく待つも
苦しく、汗などもあえしを 今日はいととくいそぎ出でて、雲林院、知足院など とに立てる車ども、葵 桂ども うちなびきて見ゆる。日は出でたれども、空はなほうち曇りたるに、いみじういかで聞かむと目をさまし起きゐて待たるる郭公の、あまたさへあるにやと鳴きひびかすは、いみじうめでたしと思ふに、鶯の老いた 声して、かれに似せむと、ををしううち添へたるこそにくけれど、またを しけれ。 （以下略）
 
 
清少納言は「祭の還さ」を『枕草子』の最高美的評価である「いとをかし」を使用している。引用本文の三倍以上にも渡る程、行粧の有様、紫野斎院の景物や供奉する者への接待のことなどにも触れているし、清女が愛好して止まない郭公や春 名残り 鶯の鳴く音も書き続けている。今日では推測するしかない「雲林院」 「知足院」の名跡が記され おり重要資料にもなって る
注５
。 「雲林院」は祭の還さ
見物の名所であり、今日一部発掘もなされ ことから、大宮大路北延長路の道筋の考証にも役立っている
注６
。紫野斎院の位置は平安
京造営の基点となった船岡山の東南で、 有栖川に近 とされている
注７
。
『今昔物語集』巻第十九「村上天皇御子大斎院ノ出家ヲ語
 
第十七」
において、大斎院選子内親王の精進潔斎の神聖な生活の場が風流な住まいでもあったことを伝えている。
 
 
（前略）後ノ一条ノ院ノ天皇ノ御代ノ末ノ程ニ、心有ケル殿
上人四五人許、西ノ雲林院ノ不断ノ念仏ハ九月ノ中ノ十日ノ程ノ事ナレバ、其ノ念仏 終ノ夜、月ノ
艶えもいは
ズ明ナリケルニ、念
仏ヲ
礼をがま
ムガ為ニ、此ノ殿上人共雲林院ニ行テ、 丑ノ時許ニ返ケ
ルニ、斎院ノ東ノ門ノ細目ニ開タリケレバ、 「近来ノ殿上人蔵人ハ、斎院ノ内ヲ墓々シクモ不
み
見ネバ、此
かか
ル
次ついで
ニ、院ノ内
窃ひそか
ニ
見ム」ト云テ 入ヌ。 （以外略）
 
 
やはり紫野斎院は大宮大路北延長路に東門が開 て るということ
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はこの路の西側に位置し、北西の方角から船岡颪しが吹き込んで来ている風情ある聖空間であった。上賀茂神社からの道筋、大宮大路北延長路の途次に雲林院四町が遮るような位置付けになっておりそれが『枕草子』や歴史物語などの「祭の還さ」に描 れたように見物の名所となるに好都合な地形となっていたよう 思わ る。また清少納言の父清原元輔にも賀茂祭路頭 儀における逸話を、 『今昔物語集』 巻第二十八 「歌読元輔、 賀茂祭ニ渡
二
レル一条大路
一
ヲ語
 
第
六」に留めている。内蔵の助として賀茂祭の使 た際、一条大路を進んでいて乗馬が前につまづいて、元輔は逆様に落馬していしまったという。 君達は身を案じたが、 元輔は素速く起き がったが、冠が落ち ので禿頭が露わになった。しかし手助けを断り、夕陽の中きらきら輝く頭のままで元輔は説教を始める。人間でもつまずくことがあるか 、石 目立つ大路で
あれば馬もつまずくのは当然だ
から笑い者にしてはいけないという
ので る。 『今昔物語集』の作者
は元輔を、面白いことを言って人を笑わせる翁である 語り伝えている。清少納言にも通じる性格である。元輔の祭の使としての内蔵の助は、宮中 賀茂明神に幣物を奉る役なのであ 。
 
『源氏物語』においては他の文学が描写する賀茂祭の路頭の儀の
みではない。本祭の前に斎行される御禊の儀（図１）も描写されている。斎院御禊は女性が行なう御禊として、もっ も神聖な祭祀である。天皇 あれば一代で一度の即位儀礼の大嘗祭御禊に当る。斎院が平安京地主神の 杖代となる聖女としての尊貴な存在 なる
平安中期には円融・花山・一条・三条・後一条という五代の天皇の御代に斎院を務め、 大斎院の称を冠
せられた選子内親王がおられる。
斎院 禊は三種の様式がある。 左大臣源高明の 『西宮記』 によれば、次のようになる
 
一、初度の斎院御禊。斎院に卜定されて宮中内での初斎院御禊
である。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 上賀茂神社奈良の小川での斎王代御禊 
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二、再度の斎院御禊。宮中を出て紫野の斎院に移り、賀茂川の
御手洗で御禊を斎行する。
 
三、恒例の斎院御禊。賀茂祭を前にして斎行する。
 
『源氏物語』葵の巻における斎院御禊は、朱雀帝が即位して初めての賀茂御手洗への御禊で、帝と同腹の弘徽殿女御腹女三の宮を斎院に定めて大層な意気込みを示してい 。それ故特別の宣旨で当代随一の貴公子光源氏を供奉させている。近衛大将、有識故実書の「参議二人」の枠ということになる。
 
 
御ご
禊けい
の日、上
かん
達だち
部め
など数定まりて仕うまつりたまふわざなれ
ど、 おぼえことに容貌
か
た
ちあるかぎり、 下
した
襲がさね
の色、表
うへの
袴はかま
の紋
もん
、 馬、
鞍までみなととのへたり、とりわきたる宣旨にて、大将の君も仕うまつりたまふ。かねてより物見車心づかひしけり。一条大路所なくむくつけきまで騒ぎた 。所どころの御桟敷、心々にし尽したるし らひ、人の袖口さへいみじき見
み
物もの
なり
注８
 
 
一条大路は稀有な雑踏となっている。この日 お目当 は光源氏であった。 「あやしき山がつ」 、 「遠き国々より妻
め
子こ
をひき具しつつも参
まう
で来」る人々、身分の「いやしからぬ」人妻、出家で世俗を捨 たはずの「尼」といった、並はずれた光源氏への傾倒の様が描写されている。その中には桃園式部
俑
宮と娘朝顔の君がいて、神などまで
魅入れるばかりの「ゆゆし」さ感じている。ここで名高い正妻葵の上と、六条御息所の車争いが起きてしまうのである。
 
賀茂祭の当日になると、光源氏は紫の上と見物に出掛けるのであ
る。これは史実の寛弘二年（一〇〇
五）四月二十日の和泉式部と帥
宮敦道親王の祭見物と比定されている。暦の博士を召して紫の上の御髪を削 時刻を調べさせている。今日で理解するような、単に美しく装うためというわけではない。平安京地主神を祭 日に紫の上の御披露目を意識しているの ある。二人は「千
ち
尋ひろ
」というターム
を用いて、紫の上の永遠を祈念してい 光源氏は牛車を立て 場所を探していると、位置を譲ると申 出てく 女がいる。
 
 
扉をさし出てて人を招き寄せて、 「ここにやは立たせたまはぬ。
所避りきこえむ」と聞こえたり。いかなるすき者ならむと思されて、所もげによきわたりなれば、ひき寄せさせたまひて、「（源氏）
いかで得たまへる所ぞとねたさになん」とのたまへば、よ
しある扇の端
つま
を折りて、
 
はかなしや人のかざせるあふひゆゑ神のゆるしの今日を待ちける
 
注連の内には」 とある手を思し出づれば、 かの典
ない
侍しのすけ
なりけり。
 
 
扇を出して差し招いた好き者はあの源典侍であった。こ 老女は単に好色というだけではない。天照大神 神霊としての御神鏡を守
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内侍所の女官である、斎院御禊や賀茂祭の女人列にも内侍が奉仕している。奉仕している他の女人と異なり、女人列を総括する立場である女別当と共に、内侍は髪上げ（図２）という特別な装いをしている。 『紫式部日記絵巻』の敦成親王誕生の祝 の儀礼にお ても描
かれている、特徴ある御髪の形である。
 
 こうした重々し 役割を有している女官・源典侍が、光源氏に相応しい女君として紫の上を認定したことになる。祭のシンボルである葵に対応する掛詞の「逢ふ日」 三十一文字に折り込んでいる。この祭の日は男 が婚ふ日と平安京地主神の賀茂明神が許可する日と歌っている。末尾の言説「注連 内には」は源氏 紫の上の聖域の中に立ち入ること できないと告げていることになる。斎院御禊における車争いで葵 上 生霊に憑き殺され、六条御息所は娘 宮に付き添って伊勢へ下向して平安京から消える。以後紫の上が源氏最愛の女君として紫の上が活躍し、 『源氏物語』のヒロインと称される存在となる。紫の上が若紫と 北山に登場した、貴船・鞍馬の空間は賀茂明神の降臨する、 いわゆる賀茂 御生れ 聖空間
注９
である。
 
紫の上はさらにこの賀茂の御生れに参詣している。日本文学史上
においても『源氏物語』がこの賀茂祭祀を描いて るこ は刮目に価する事である。 『釈日本紀』 所収の 「山城国風土記逸文」 によれば、賀茂氏の氏祖、賀茂建角身命の娘賀
茂玉依媛が賀茂の御手洗、石川
瀬見小川で川遊びをした時流れて来た丹塗矢を拾 たと ろ処女懐胎して、誕生した御子神が賀茂別雷 という。賀茂建角身命と賀茂玉依媛を祭神として賀茂御祖神社に祀り、賀茂別雷命 賀茂別雷神社に祀っている。この神話によれば、御生 は の誕生に基づく祭 なので、上賀茂 社の神の降臨神事であり、神
こう
山やま
で斎行
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 髪上げの装いの女別当と内侍（中央左） 
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されていたものと想定されるが今日では神社の北の御生れ所で行なわれ、御社の本殿に移すのであ 。神事は深夜に行なわれており、一般人は参観することはできない。下鴨 社の神の降臨神事は御蔭祭として、 比叡山の一山御蔭山で斎行され、糺
ただす
の森の参道で切芝の
儀という神迎え神事が行なわれ、下鴨神社本殿へ 幸する。この祭祀は平安中期の日記、藤原実資の『小右記』寛仁二年（一〇一八）十一月二十五日に記録されてい
注
10
る。神事は昼に執り行なわれ、紫の
上も参詣できるのである。藤裏葉の巻は光源氏の一人娘の后がね、明石姫君が後の今上帝への入内が決まる。源氏はようやく外戚として、権力の頂点に達す 六条院 他の女君ではな 、明石姫君の養母として紫 上のみが賀茂の御生 に参詣している。
 
 
かくて六条院の御いそぎは二十余日のほどなりけり。 対の上、
御阿礼に詣でたまふとて、 例の御方々いざなひきこえたまへど、なかなかさしもひきつづき 心やましきを思して、誰も誰もとまりたまひて、ことごとし ほどにもあらず、御車二十ばかりして、御前 どもくだくだしき人数多く 事そぎたるしもけはひこと り。
 
 
六条院の后がね、明石姫君の東宮入内は四月二十日過ぎのことである。その御礼参りのために紫の上は平安京地主神 賀茂明神 御生れに参詣している。誘いを受けた他 女君は単なる見物ではない、
重要な役割に簡単に受け納れることができない。牛車二十両からなる格別な行粧となっている。祭の日にも暁方から参詣し、帰路には勅使の一行を見物している。夕霧の妻妾である惟光の娘、藤典侍も上級女房として出仕しているものと思わ 。 『源氏物語』 では朝顔斎院も重々しい役割 担っ 、藤壺中宮亡き後の御世の支えとなっている。
 
三、賀茂祭社頭の儀のこと
 
 
今度本人文科学研究所の国内研修として格別の計らいで、下鴨神
社の神の庭における社頭の儀を拝観して る。清少納言や和泉式部・紫式部などの平安女流も路頭の儀の見物位で、祭祀とし 社頭の儀に列することはできなかったであろう。 式次第は次の通りである。
 
 当日早旦社頭を装飾す。
 
午前十時宮司以下神職社頭に参進著座。
 
次
 
参列員総代参進幄舎に著床
 
次
 
御扉を開く
 
 
此の間奏楽
 
次
 
神饌を供す
 
 
此の間奏楽
 
次
 
宮司祝詞 奏
 
次
 
勅使一の鳥居内に著床
 神職先導神職は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 行列参著の後退帰
 
次
 
行列参著近衛使代及内蔵使代は一の鳥居外に於て自余の諸員
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は赤井橋東方に於て下馬
 
次
 
近衛使代一の鳥居を入り勅使の前に至り一揖の上退帰
 
次
 
内蔵使代一の鳥居を入り著床
 
 
 
此の間諸司一の鳥居外に留る
 
次
 
内蔵使代以下諸司参進社頭所定の位置に著く
 
 
 
先ず検非違使代
 
次山城使代
 
次御馬
 馬寮使
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 代副従
 
 
 
次幣櫃
 内蔵寮史生
 次内蔵使代
 
 
 
 
 
 
 副従
 
次
 
神職社頭具する由を奉行に告ぐ
 
 
 
是より先き奉行幄に著く
 
次
 
奉行奉行付をして勅使 参進を催さしむ
 
次
 
勅使舞人陪従を率い 参進（図４）
 
次
 
勅使手を洗ふ
 主水司之を役す
 
次
 
勅使祓幄に著座
 
 
 
此の時舞人陪従祓幄の東方に列立
 北上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 西面
 
次
 
神職祓詞を読み勅使贖を執りて解除
 
 
 
神職大麻を勅使に進む一撫して返す
 
 
 
勅使舞人陪従 率いて参進楼門西廊に於て剣を解く
 
 
 
此の時陪従狛調子 発し勅使西廊に入る
 
 
 
後陪従は東廊北方に、舞人は西廊北方 列立
 北面
 
次
 
勅使舞殿の南階下に進み内蔵使代に目す
 
次
 
内蔵使代御祭文を勅使 む（図５）
 
次
 
勅使舞殿の南階を昇り御祭文の座に著く
 
次
 
内蔵使代史生を率ゐて中門前に到り幣物を案上に奠す
 先ず東
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に西
 
 
 
（図６）訖て復床
 
 
 
是より先衛士幣櫃を舞殿の東北庭に昇立つ
 
史生副従
 
次
 
勅使御祭文を奏す（図７）
 
次
 
宮司
 
権宮司幣物を神前に奉納す
 
次
 
宮司舞殿の北階を昇り勅使に神宣を伝ふ勅使之を奉ず
 
次
 
権宮司神禄を執り舞殿の北庭の案上に安き其の東方に跪き勅
 
 
 
使に返祝詞を申し手を拍つ勅使之に応ず（図８）
 
次
 
宮司神禄を執りて を勅使 授け勅使受け
 
 
 
て之を冠に挿す（図９）
 
次
 
勅使南階 降り御祭文を内蔵使代に授く
 
 
 
訖て は西廊に入り剣を帯し内蔵 代は復床
 
次
 
神職舞殿の座を撤す
 
次
 
参列員総代拝礼
 
次
 
勅使舞殿の東南庭に立ち陪従は其の南方に列立
 北上
 舞殿の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 西面
 
 
 
南庭に列立
 東上
 
 
 
 
 
 
 
 
 北面
 
次
 
陪従は一二歌を唱う
 
次
 
馬寮使代御馬を牽廻す
 二匹
（図
10）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 三匝
 
次
 
東
 
游（図
11・図
12）
 
次
 
勅使以下退下
 
次
 
走
 
馬（図
13）
 
次
 
幣物神饌を撤す
 
此の間奏楽
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次
 
御扉を閉ず
 
 
 
此の間奏楽
 
次
 
各退下
 
平安朝であれば一条大路から、今日は京都御所から丸太町通り・
河原町通りを経て糺の森の参道に進んで来る。社殿にはまず女人列が参入する（図３） 。十二単衣に小
お
忌み
衣ごろも
を添えて御髪には日蔭鬘を
垂らした斎王代が先頭に立つ。女官を仕切り、髪上げをした女別当と内侍が続く。社頭の儀の中心となる勅使列は、勅使に従い東遊びの舞人、奏楽を行なう陪従が続く（図４） 。社頭の儀の本質は宮中からの平安京地主神の賀茂明神に対する御礼参りである。勅使は内蔵使代は内蔵使代から帝 宣命を記した紅梅色の御祭文を受けとる（図５） 。内蔵使代、史生を率ゐて幣物 奉納する（図６） 下鴨神社では賀茂玉依媛と賀茂建角身命の二柱に奉納 上賀茂神社では賀茂別雷命一柱に奉納する。勅使御祭文を奏上（図７） 。御祭文即ち勅書は次の通りであ
注
11
る。
 
 
天皇
ガ
御命
ニ
坐
ス
、掛
ケマクモ
畏
キ
賀茂
ノ
皇大神
ノ
広前
ニ
恐
ミ
恐
ミモ申給
ハクト
申
ク
、
大神
ノ
助
ケ
給
ヒ
護
リ
給
ニ
依
テ
、天皇朝廷
ハ
平
ク
大坐
テ
、食
おす
国くに
ノ
天あめの
下した
、
事無
ク
有可
シト為
テナム
、常
モ
進
メル宇う
都づ
ノ
大おお
幣みてぐら
ヲ
、正四位下行内蔵頭藤原
 
朝臣定愛
ニ
捧ささげ
持もた
令しめ
テ
、阿礼
ヲトコ
阿礼
ヲトメ
走馬進
メラルト
、恐
ミ
恐
ミモ申給
ハクト
申
 
 次に権宮司が舞殿の北東に跪き 使に
返かえし
祝のり
詞と
を申し上げ、 手を拍つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 社頭に参入する女人列 
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図４ 社頭に参入する勅使列 
図５ 勅使 内蔵使代より御祭文を受けとる 
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図６ 内蔵使より弊物を奉納する 
図７ 勅使 御祭文を奏す 
― 25 ― 
（図８） 。 勅使も応じている。 神宣である返祝詞は非常に貴重な資料でもある。内容は次の通りであ
注
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る。
 
皇太神
ノ
広前
ニ
奉
リ
大坐
ス
、葵祭
ノ
御幣走馬東遊照
シ
納
メ
大坐
ス
、
天皇朝廷
ニ
参寄
ヘカラム
悪事
ヲハ拂
ヘ
退
ケ
奉
リ
大坐
ス
、 御命長
ク
世
ニ
久
シク常盤堅
盤
ノ
守
リ
日
ノ
護
リニ守
リ
大坐
ス
、御宣命
ニ
申
サシメ
給
フ
事
ハ
、一事
モ
過
マクス
充
テ
叶
ヘ
大坐
ス
。宮中
ニハ夜
ノ
驚
キ
昼
ノ
騒
キ
無
ク
平安
ニ
守
リ
奉
リ
大坐
ス
、天下安
穏
ニ
守
リ
助
ケ
大坐
サム、今日
ノ
勅使供奉
ノ
諸官下部等
ニ
至
マテ無事
ク
守
リ
助
ケムト
皇太神
ノ
命令
ヲ
承
ハリテ
葵葉
ノ
加佐志
ニ
祝
ヒ
籠
メテ伝
ヘ
申
ス
 
 宮司は神禄を執って勅使に授ける（図９） 。 勅使はその葵葉を冠に挿す。馬寮使代御馬二頭を三廻させる（図
10） 。東遊が奏上される。
はじめは駿河舞が奏上される（図
11） 。続いて求子の舞が奏上され
る（図
12） 。舞人は近衛の武官で片肩ぬぎで舞う。 『枕草子』二〇三
段「舞は」の章段で 嚆矢として東遊びの「駿河舞、求子」を掲げ、「いとをかし と評している。舞そのものだけではなく、賀茂祭の舞楽であるが故の評価とも見なされる。勅使以下が退下する。糺の森の馬場 は走馬が執り行なわれる（図
13） 。
 
    
                      
図８ 返祝詞と案上の神禄 
― 26 ― 
   
   
図９ 宮司 神禄を執って勅使に授ける 
図 10 馬寮使代 御馬を牽かせる 
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図 11 東遊の駿河舞 
図 12 東遊の求子 
― 28 ― 
                      
注
1  拙著『源氏物語と皇権の風景』所収第一章一「光源氏の皇権とその風景」における「内裏の時空と源氏物語」で触れている。
 
注
2  日本古典文学全集版『大鏡』 「師輔伝」所収「選子の崇仏御禊の禄
 
追
従ぶかき老狐」の章段。
 
注
3  注
1の拙著第二章三「源氏物語の女君とイツキヒメ――大斎院選子
内親王と源氏物語への連関」において大斎院の側からの論稿を試みている。
 
注
4  小学館新編日本古典文学全集版『枕草子』を用い、理解 便のため改字している個所がある。
 
注
5  雲林院は六歌仙の一人僧正遍照の寺院であり、離宮の名残りも留める名苑でもある。 『源氏物語』 賢木 巻で光源氏が参籠する描写 ある。『雲林院跡
 
京都市北区紫野雲林院町』 （京都府京都文化博物館）に
おいて鈴木忠司編の発掘報告と研究篇がまとめられている。
 
注
6  注
1掲載の拙著所収第一章三「光源氏を支える聖空間―雲林院・紫
野斎院、そし 賀茂の御手洗」で紫野斎院周辺の大宮大路北延長路の空間について実証を試みている。
 
注
7  歌学書『袖中抄』では「音に聞くいつきの宮の有栖川ただ船岡のわたりなりけり」を掲げている。 『夫木和歌抄』巻第二十四 収の凡河内躬恒歌である。
 
注
8  本文は新編日本古典文学全集版『源氏物語』を使用する。
 
注
9  『中古 学』第八十七号所収シンポジウム 平安文学と地理」における拙稿「平安京地主神、賀茂明神 関わる文学空間」や、注
1掲載
図 13 賀茂祭走馬（於糺の森馬場） 
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の拙著所収
 二「賀茂の神の聖婚―『葵』と『逢ふ日』 」において、賀
茂信仰と北山の関わり、そして紫の上との関わりを論述している。
 
注
10  大日本古記録版『小右記』本文を用いる。
 
注
11  注
3の拙稿二九三頁に翻刻を掲載している。
 
注
12  注
3の拙稿二九五頁に翻刻を掲載している。
 
